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１．はじめに 

近年，農業集水域において畜産に由来した河川水質や土壌環境の悪化が問題となってお

り，草地利用や家畜管理の違いよっても，水文水質環境への影響が異なることが指摘され

ている。さらに草地における放牧の影響や降雨や融雪期の流出水の水文水質特性の把握は

大きな課題として残されている。そこで，家畜生産の場における物質循環を前提とし，放

牧草地における地下水変動，流出水の季節変動，窒素とリンの濃度と負荷の動態を明らか

にした。 

２．調査地区と調査方法 

１）調査地区（図-1）：調査は，青森県の駒込川水系の八甲田山麓に位置する北田代牧場内

で行った。調査対象地区は，標高が 540m～580m で，地質が洪積層で，土壌が八甲田山

系の火山灰土壌で，牧場の面積が 125.07ha である。 

２）調査地区の立地条件：土地利用と草地利用は地形図，航空写真などを用い把握し，さら

に，草地管理と家畜管理状況は，牧場の管理主体から聞き取り調査により明らかにした。

また，コドラード法による植生調査を行った。 

３）水文水質調査：調査は 2001 年 7 月から開始し，牛の放牧期間を中心に行っている。水

文調査として，降水量，排水路と暗渠からの流出水量，地下水位を測定した。次に，水質

調査として排水路と暗渠からの流出水，並びに地下水について，水温，pH，EC，全窒素，

全リンの測定・分析を行った。 

３．結果・考察 

（１）放牧草地の管理：牧場は，給水施

設を含むパドックを基点とし，放射状

に牧区が配置され，放牧家畜は黒毛和

種が主で，放牧は 5 月 15 日から 10 月
20 日の 155 日間行われていた。放牧

頭数は 98 頭～158 頭であり，放牧密
度は 0.78～1.26（頭./ha）であった。
草種はオーチャードグラスが優先し，

次いでチモシー，トールフエスク，ペ

レニアルライングラス，白クローバで

あった。                 

（２）暗渠サイドでの地下水の変動              図－1 調査対象地区と採水地点          

 暗渠横断面での地下水の変動は， 

暗渠に近い地点ほど地下水が低く，暗渠から遠い地点ほど地下水が高かった。特に暗渠から

１ｍの位置にある測点で水面勾配が急になっていた。この傾向は，春から秋にかけての降雨  
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時と干天時ともに見られ，暗渠の効

果が認められた。 

（３）地下水の経時変化（図-２） 

地下水は，無降雨時に低下を続け

るが，降雨があると上昇し，その後，

再び低下するというサイクルであっ

た。降雨と地下水の上昇速度の関係

は，降雨量が増大すると上昇速度も

増大し，無降雨時の地下水の下降速

度は夏に大きく，秋から冬にかけて

地下水面が上昇する傾向を示し，蒸

発散量の減少と枯葉などの堆積物の         図-2 地下水の経時変化       

影響が考えられた。              

４）流量と水質の変動の特徴（図-3） 

 排水路と暗渠での流量は，降雨時に増大の傾向を示した。水質濃度は，TN，TP，SS と

もに上流で高い傾向を示したが，流程変化で見た負荷量は，上流から下流にかけて増大し

ていた。降雨時に比流量が増大すると比負荷も増大し，降雨の影響が顕著であった。暗渠

からの排出水と排水路の TN 濃度は，

ほぼ同じであったが，TP 濃度は，排

水路の濃度よりも暗渠の濃度が高かっ

た。牛の放牧の影響は，牛の放牧時に

TN 比負荷が大きくなり，顕著であっ

た。 

５．おわりに 本報告では，青森県の放

牧場を事例に，放牧草地における地下

水の変動と流出水の水質を調べ，季節

変動，降雨と放牧の影響について検討

した。   
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